
いつものことだからといって鼻づまり、鼻みずを放っていませんか？ 鼻の奥にある副鼻腔の粘膜が炎症を
起こすと鼻腔へ分泌物の排出ができなくなり、副鼻腔に膿がたまってしまう「副鼻腔炎」を引き起こすことが
あります。一般に蓄膿症（ちくのうしょう）といわれる副鼻腔炎は、1ヵ月未満で治る急性副鼻腔炎と、長く
続くことで起こる慢性副鼻腔炎に分けられます。多くは風邪などのウイルスや細菌などの感染が原因で、
ほかに喘息やアレルギー性鼻炎、ポリープによることもあります。症状は、鼻づまり、粘り気のある色のつい
た鼻みずのほか、頭痛や体がだるくなったり、ニオイがわからなくなったりします。
治療法は、お薬を服用する、たまっている膿を出して鼻の中をきれいにする、お薬が入った蒸気を鼻から吸う

ネブライザー療法など、まずは内科的治療を行い、治らない場合は内視鏡による手術を行う場合もあります。
子どもは副鼻腔の空洞自体も狭いので、膿がたまるとすぐにいっぱいになって喉へ垂れてきます。また、

鼻と耳をつなぐ耳管が大人に比べて水平になっており、原因となる細菌やウイルスなどが耳へ入りやす
く、中耳炎にもなりやすくなっています。
慢性副鼻腔炎は風邪でぶり返したり悪化したりするので、ふだんから風邪をひかないように注意し、いつ

までも鼻づまりや鼻みずが続くような場合は、早目に耳鼻咽喉科を受診しましょう。

長引く鼻づまり、色のついた鼻みずは放っておかないで!!

蓄膿症といわれる副鼻腔炎の
「副鼻腔」とは、イラストの示す
どの番号をいうのでしょうか。
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第2回

高田製薬　1C W380×H100.5 mm　

さらに詳しい情報は
ホームページで！

高田製薬

健やか 前頭洞
ぜんとうどう

ちょうけいこつどう

しこつどう

じょうがくどう

びくう

蝶形骨洞

篩骨洞

上顎洞

鼻腔

ちくのうしょう

⇒さらに詳しい情報は「クイズ解説」をご覧ください

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/hs6nik00000005cb-att/201905_2.pdf



